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本
学
会
の
主
題
に
つ
い
て

　

既
に
ご
案
内
の
と
お
り
、
第
十
回
東
京
都

病
院
学
会
は
、
伊
藤
雅
史
（
当
協
会
常
任
理

事　

等
潤
病
院
理
事
長
）
を
学
会
長
に
平
成

二
十
七
年
三
月
一
日
（
日
）
午
前
九
時
よ
り

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
す
。
主
題
は
「
二
〇
二
五
年
東
京
の
医
療

を
明
る
く
語
ろ
う
」
で
す
。

　

深
刻
な
財
源
不
足
と
未
曾
有
の
超
高
齢
社

会
に
お
け
る
医
療
現
場
に
お
い
て
未
来
を
語

る
と
き
、
私
た
ち
医
療
人
は
大
き
な
不
安
と

不
満
、
憤
り
な
ど
の
負
の
感
情
を
持
っ
て
議

論
を
進
め
が
ち
で
す
が
、
こ
れ
ら
壮
大
な
医

療
制
度
改
革
の
潮
流
の
な
か
で
、
主
人
公
を

演
じ
る
の
は
や
は
り
私
た
ち
医
療
人
で
す
。

そ
う
し
た
時
代
の
要
請
に
応
え
る
べ
く
常
に

前
向
き
で
明
る
い
気
持
ち
を
持
っ
て
、
自
己

変
革
を
行
う
勇
気
と
覚
悟
を
持
つ
べ
き
と
の

伊
藤
学
会
長
の
強
い
思
い
か
ら
、
第
十
回
学

会
の
主
題
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
医
療
界
を
考
え
る
う
え
で
、

実
に
的
を
射
た
関
心
の
高
い
学
会
主
題
で
あ

る
と
言
え
ま
す
。

　

本
学
会
の
メ
イ
ン
会
場
で
は
、
開
会
式
の

後
に
「
東
京
都
病
院
協
会
の
歴
史
と
展
望
」

を
テ
ー
マ
に
東
京
都
病
院
協
会
の
河
北
博
文

会
長
に
よ
る
記
念
講
演
、
そ
の
後
に
学
会
長

講
演
が
行
わ
れ
ま
す
。
会
場
の
都
合
で
少
し

時
間
が
あ
き
ま
す
が
、
午
後
の
部
は
午
後
一

時
十
分
よ
り
「「
平
穏
死
」
と
い
う
言
葉
の

あ
る
「
二
〇
二
五
年
東
京
の
医
療
を
明
る
く

語
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
国
際
医
療
福
祉
大
学

准
教
授
の
石
川
雅
俊
氏
の
基
調
講
演
を
始
め

と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
は
第
一
会
場
が
大

正
富
山
薬
品
株
式
会
社
に
よ
る
「
世
界
の
糖

尿
病
治
療
の
動
向
と
S
G
L
T
2
阻
害
剤

の
安
全
な
生
か
し
方
」、
第
二
会
場
が
東
京

ガ
ス
株
式
会
社
に
よ
る
「
伝
統
行
事
に
則

っ
た
「
地
域
社
会
の
結
び
つ
き
」
に
つ
い

て
」、
第
三
会
場
が
武
田
薬
品
工
業
株
式
会

社
に
よ
る
「
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ

診
療
の
現
況
と
課
題
」、
第
四
会
場
が
メ
ッ

ト
ラ
イ
フ
生
命
保
険
株
式
会
社
に
よ
る
「
評

価
や
魅
力
が
ア
ッ
プ
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
法
」
と
、
四
会
場
で
の
開
催
に
な

り
ま
す
。

　

当
日
は
全
体
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
よ
く
ご
覧
い

た
だ
き
、
参
加
し
た
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
逃
さ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
二
十
六
年
度
診
療
報
報
酬
改
定
は
、

「
と
き
ど
き
入
院
、
ほ
ぼ
在
宅
」
と
言
わ
れ

る
ほ
ど
「
在
宅
」
を
意
識
す
る
内
容
と
な
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
一
月
二
十
三
日
に
開
い

た
事
務
管
理
部
会
「
平
成
二
十
六
年
度
診
療

報
酬
改
定
検
証
研
修
会
」で
は
、「
七
：
一
」「
地

域
包
括
ケ
ア
」「
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
」
の
各
病

院
か
ら
改
定
に
対
す
る
取
り
組
み
や
課
題
等

を
報
告
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

ま
ず
「
七
：
一
」
病
院
と
し
て
、
江
戸
川

区
に
あ
る
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業

団
東
京
臨
海
病
院
の
医
事
課
長
の
秋
保
彰
一

氏
か
ら
報
告
を
受
け
た
。
同
院
は
、
病
院
概

要
と
し
て
東
京
都
指
定
二
次
救
急
病
院
で
あ

り
、
災
害
拠
点
病
院
、Ｃ
Ｃ
Ｕ
連
絡
協
議
会

加
盟
施
設
、
脳
卒
中
急
性
期
医
療
機
関
で
Ｄ

Ｐ
Ｃ
病
院
Ⅲ
群
と
し
て
職
域
病
院
で
は
あ
る

が
地
域
か
ら
も
多
く
の
患
者
に
利
用
さ
れ
て

い
る
。
病
床
数
四
百
床
で
Ｉ
Ｃ
Ｕ
、
小
児
入

院
医
療
管
理
料
３
と
一
般
病
棟
で
構
成
し
て

い
る
が
、
七
：
一
入
院
基
本
料
を
維
持
す
る

た
め
一
部
病
床
を
閉
鎖
し
て
い
る
。
今
回
の

改
定
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
二
〇
二
五
年

に
向
け
て
の
医
療
提
供
体
制
の
再
構
築
」
が

あ
り
、
具
体
的
に
は
、「
七
：
一
病
院
の
ふ

る
い
落
と
し
」「
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
の
創

設
」「
病
床
機
能
の
分
化
を
図
る
」こ
と
と「
患

者
の
早
期
の
在
宅
復
帰
を
促
進
」
す
る
た
め

に
「
急
性
期
か
ら
慢
性
期
に
至
る
ま
で
す
べ

て
の
ス
テ
ー
ジ
で
在
宅
復
帰
機
能
を
強
化
」

し
「
診
療
デ
ー
タ
の
提
出
を
重
視
」
し
「
七
：

一
、
十
：
一
な
ど
に
限
っ
て
い
た
デ
ー
タ
提

出
加
算
の
対
象
を
全
病
棟
に
拡
大
」
な
ど
を

挙
げ
て
い
る
。「
ふ
る
い
落
と
し
」
に
対
し

て
は
月
間
二
百
五
十
件
か
ら
三
百
件
の
救
急

受
け
入
れ
件
数
が
あ
り
、
小
児
で
の
救
急
搬

送
六
百
六
十
件
（
二
十
五
年
十
一
月
〜
二
十

六
年
十
月
実
績
）
や
ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
患
者
も

同
期
千
六
百
九
十
六
件
と
需
要
が
あ
り
、
こ

平
成
二
十
六
年
度
診
療
報
酬
改
定
検
証
研
修
会

「
在
宅
重
視
」
の
改
定
内
容
の
影
響
を
探
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

永
生
病
院　

事
務
長　

田
野
倉
浩
治

田野倉浩治氏

れ
に
対
応
す
る
た
め
に
も
一
部
病
床
を
閉
鎖

し
て
で
も
「
七
：
一
」
を
維
持
す
る
方
針
を

と
っ
て
い
る
。

　

救
急
搬
送
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
二
十

六
年
度
は
前
年
に
比
べ
減
少
傾
向
に
あ
っ
た

が
、
十
二
月
か
ら
十
％
以
上
の
件
数
増
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
要
因
と
し
て「
断
ら
な
い
」

こ
と
を
挙
げ
、
そ
の
た
め
に
当
直
医
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
体
制
を
強
化
し
た
。
一
方
で
閉
鎖

し
て
い
る
病
床
を
テ
レ
ビ
等
の
ド
ラ
マ
撮
影

に
提
供
す
る
な
ど
逆
転
の
発
想
か
ら
病
院
の

広
報
等
の
活
動
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

機
能
評
価
係
数
の
中
の
「
後
発
医
薬
品
指

数
」
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
使
用
率
は
三
十

％
に
も
達
し
て
い
な
か
っ
た
が
、Ｄ
Ｐ
Ｃ
分

析
を
基
に
院
内
で
使
用
す
る
薬
品
を
見
直

し
、
医
師
へ
の
啓
発
を
行
う
こ
と
で
六
十
五

％
ま
で
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、
現
在
で
は
支

払
に
お
け
る
経
費
削
減
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
、
次
回
の
係
数
見
直
し
で
は
後
発
医
薬

品
指
数
に
よ
る
収
入
増
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。
ま
た
、
自
宅
等
退
院
患
者
割
合
も
九
十

四
％
と
基
準
を
ク
リ
ア
し
地
域
に
根
付
い
た

医
療
を
展
開
し
て
い
る
。
し
か
し
、
看
護
師

を
は
じ
め
と
す
る
人
材
の
確
保
が
引
き
続
き

の
課
題
で
あ
る
と
の
報
告
で
あ
っ
た
。

　

続
い
て
「
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
」
と
し
て
、
東

京
の
西
の
端
、
訪
問
客
が
増
え
る
高
尾
山
の

意
味
」
を
テ
ー
マ
に
芦
花
ホ
ー
ム
の
石
飛
幸

三
先
生
の
特
別
講
演
が
行
わ
れ
ま
す
。
午
後

二
時
三
十
分
か
ら
は
、
本
学
会
の
主
題
で
も

第
十
回
東
京
都
病
院
学
会
の

全
体
プ
ロ
グ
ラ
ム
決
ま
る

一般演題
125題

平
成
二
十
七
年
三
月
一
日
（
日
）
開
催
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病
院
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
に
は

Ｂ
Ｉ
Ａ
とSurge Capacity

の

検
討
が
必
須

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ（Business C

ontinuity 
Planning

）
と
は
災
害
等
の
発
生
時
に
、

組
織
の
役
割
の
時
系
列
的
な
変
化
の
推
移
を

考
慮
し
な
が
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
資
源
を
考

慮
し
、
増
加
す
る
需
要
に
応
え
る
計
画
を
立

案
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
基
本
的
な
考
え

方
と
し
て
、
病
院
に
お
い
て
は
、
応
援
が
来

な
い
と
い
う
よ
う
な
想
定
外
の
出
来
事
も
想

定
し
、
病
院
の
診
療
能
力
の
範
囲
内
で
患
者

に
対
応
す
る
。
医
療
の
継
続
に
主
眼
を
置
き

な
が
ら
優
先
業
務
を
選
択
し
、
実
際
の
資
源

に
見
合
う
傷
病
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な

る
。
状
況
次
第
で
は
診
療
を
断
念
す
る
こ
と

も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
災
害
医
療

の
基
本
概
念
が
通
常
の
医
療
と
は
異
な
る
こ

と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
救
急
医

療
が
「
一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
う
」
で
あ

る
の
に
対
し
、Ｂ
Ｃ
Ｐ
で
は
「
救
え
る
命
し

か
救
え
な
い
」
と
い
う
割
り
切
り
も
求
め
ら

れ
る
。
ま
た
、Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
第
一
番
目
の
目
的

は
「
ス
タ
ッ
フ
を
守
る
」
こ
と
で
あ
り
、
現

場
の
第
一
番
目
の
目
的
で
あ
る
「
傷
病
者
を

守
る
」と
は
異
な
り
、そ
の
結
果
、し
ば
し
ば
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
指
揮
命
令
権
者
と
現
場
の
人
間
の

間
に
齟
齬
が
生
じ
る
。

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
損
害
の
大

き
さ
や
影
響
範
囲
の
広
さ
を
評
価
す
る
Ｂ
Ｉ

Ａ（Business Im
pact Analysis

）
と
、

著
し
く
増
加
し
た
傷
病
者
に
対
す
る
収
容
能

力
と
専
門
的
な
医
学
的
評
価
や
治
療
を
必
要

と
す
る
患
者
を
管
理
す
る
能
力
で
あ
る

Surge Capacity

の
検
討
が
必
要
と
な
る
。

例
え
ば
、
地
震
を
想
定
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定

で
あ
れ
ば
、Ｂ
Ｉ
Ａ
と
し
て
病
院
の
被
害
状

況
・
医
療
需
要
等
の
想
定
、
電
力
・
上
水
・

医
薬
品
な
ど
運
営
上
欠
か
せ
な
い
運
営
資
源

の
準
備
量
の
現
状
把
握
な
ど
が
必
要
と
な

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
病
棟
単
位
で
の
運
営

状
況
を
検
討
し
つ
つ
準
備
す
る
こ
と
と
し
、

亜
急
性
期
病
床
は
廃
止
を
待
た
ず
に
八
月
よ

り
回
復
期
リ
ハ
病
棟
へ
編
入
し
た
。
も
と
も

と
亜
急
性
期
病
床
は
整
形
外
科
の
手
術
後
患

者
の
受
け
皿
と
し
て
い
た
た
め
、
回
復
期
リ

ハ
病
棟
へ
の
編
入
に
伴
い
、
平
均
単
価
を
引

き
下
げ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
平

均
実
施
単
位
数
も
下
げ
る
要
因
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
新
た
な
課
題
と
し
て
取
り
組
ん

で
行
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

療
養
病
棟
に
お
い
て
は
「
在
宅
復
帰
機
能

強
化
加
算
」
が
新
設
さ
れ
た
。
急
性
期
病
院

で
の
自
宅
等
退
院
患
者
割
合
が
七
十
五
％
以

上
と
の
要
件
が
示
さ
れ
、「
地
域
包
括
ケ
ア

病
棟
」「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

棟
」
そ
し
て
「
在
宅
復
帰
機
能
強
化
加
算
の

療
養
病
棟
」
が
「
自
宅
等
」
と
み
な
さ
れ
る

病
棟
と
し
て
示
さ
れ
た
。
地
域
包
括
ケ
ア
病

棟
の
取
得
が
難
し
い
こ
と
、
回
復
期
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
は
受
け
入
れ
患
者
が
限

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
療
養
病
棟
で
の
在
宅

復
帰
機
能
強
化
加
算
の
取
得
を
視
野
に
入
れ

取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。
当
該
加
算
の
取
得

要
件
に
「
在
宅
復
帰
率
」「
回
転
率
」「
退
院

後
の
訪
問
確
認
」
が
示
さ
れ
、
六
カ
月
間
の

実
績
を
ベ
ー
ス
に
計
算
す
る
こ
と
か
ら
、
過

去
の
デ
ー
タ
を
拾
い
出
し
、
三
病
棟
の
う
ち

一
病
棟
が
可
能
で
あ
る
と
の
判
断
か
ら
四
月

か
ら
さ
ら
に
実
績
を
積
み
七
月
に
届
け
出
る

こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
一
方
で
は
、
急
性
期

病
院
に
お
い
て
自
宅
等
退
院
患
者
割
合
は
ク

リ
ア
で
き
て
お
り
、
療
養
病
棟
で
の
直
接
受

け
入
れ
実
績
は
な
い
。
し
か
し
、
退
院
後
訪

問
確
認
を
行
い
患
者
の
在
宅
で
の
療
養
状
況

を
つ
ぶ
さ
に
観
察
で
き
、
在
宅
へ
お
帰
り
い

た
だ
く
こ
と
を
実
践
す
る
中
で
「
循
環
す
る

医
療
」
の
構
築
を
進
め
て
い
き
た
い
と
し
た

報
告
で
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、「
地
域
包
括
ケ
ア
」
と
し
て
、

医
療
法
人
財
団
寿
康
会
寿
康
会
病
院
医
事
課

チ
ー
フ
の
戸
口
慶
応
氏
か
ら
報
告
し
て
も
ら

っ
た
。
病
院
は
最
初
に
報
告
を
受
け
た
東
京

臨
海
病
院
に
隣
接
す
る
江
東
区
に
あ
り
、
改

定
前
は
「
七
：
一
」
の
一
般
病
棟
二
十
九
床

と
亜
急
性
期
病
床
二
十
床
で
脳
血
管
、
運
動

器
の
疾
患
別
リ
ハ
Ⅰ
を
取
得
し
て
お
り
、
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
地
域
包
括
支
援
事

業
所
等
を
持
つ
地
域
密
着
型
の
病
院
で
あ

る
。

　

同
院
で
は
、「
七
：
一
」
と
「
亜
急
性
期

病
床
の
廃
止
と
地
域
包
括
病
床
」
を
課
題
と

し
て
改
定
内
容
の
情
報
を
早
く
か
ら
検
討

し
、
科
ご
と
や
病
床
機
能
ご
と
の
日
当
点
、

疾
患
別
リ
ハ
ビ
リ
の
実
施
状
況
、
患
者
の
病

態
な
ど
様
々
な
デ
ー
タ
を
基
に
検
証
し
、
病

院
の
運
営
に
つ
き
院
長
を
は
じ
め
と
す
る
部

門
責
任
者
で
議
論
し
方
向
性
を
決
め
、
結
果

と
し
て
「
ふ
る
い
落
と
し
」
で
は
な
く
、「
戦

略
的
離
脱
」
を
図
り
「
十
：
一
」
へ
の
移
行

と
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
を
取
得
し
た
。「
七
：

一
」
を
変
更
す
る
こ
と
で
看
護
必
要
度
や
平

均
在
院
日
数
に
ゆ
と
り
が
持
て
、
受
け
入
れ

患
者
の
幅
も
広
が
り
病
床
利
用
率
も
増
加
。

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
を
取
得
す
る
こ
と
で
在

宅
復
帰
率
を
意
識
し
た
よ
り
積
極
的
な
退
院

へ
の
取
り
組
み
が
進
ん
だ
。
も
と
も
と
在
宅

へ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
受
け
入
れ

前
か
ら
患
者
の
病
態
を
把
握
す
る
こ
と
で

十
：
一
病
床
と
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
を
有
効

的
に
活
用
し
て
い
る
こ
と
や
、
脳
血
管
疾
患

リ
ハ
に
比
べ
運
動
器
リ
ハ
の
患
者
が
多
か
っ

た
こ
と
な
ど
様
々
な
状
況
が
今
回
の
改
定
に

お
い
て
は
優
位
に
働
い
た
も
の
と
見
受
け
ら

れ
る
。

　

ま
た
、報
酬
の
と
ら
え
方
と
し
て
「
個
室
」

に
つ
い
て
は
差
額
室
料
が
あ
る
た
め
空
床
と

な
り
が
ち
な
こ
と
か
ら
、
一
部
の
差
額
室
料

「
病
院
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」テ
ー
マ
に
研
修
会
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　東
京
都
立
広
尾
病
院
院
長
　佐
々
木
勝

平
成
二
十
七
年
一
月
九
日
、
急
性
期
医
療
委
員
会
研
修
会
が
東
医
健
保
会
館
で
開
か
れ
、

東
京
都
立
広
尾
病
院
の
佐
々
木
勝
院
長
が
「
病
院
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

そ
の
講
演
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

急
性
期
医
療
委
員
会
研
修
会

麓
、
八
王
子
市
に
あ
る
医
療
法
人
社
団
永
生

会
永
生
病
院
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
支
援
課
課
長

の
渡
部
雅
人
氏
の
報
告
を
受
け
た
。
永
生
病

院
は
百
四
十
六
床
の
一
般
病
棟
、
百
床
の
回

復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
、
百
五
十

床
の
医
療
療
養
病
棟
、
認
知
症
の
高
齢
者
を

受
け
る
精
神
病
棟
と
介
護
療
養
病
棟
を
有
す

る
病
院
で
あ
る
。

　

今
改
定
で
特
に
影
響
が
あ
っ
た
項
目
と
し

て
▽
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
入

院
料
１
の
評
価
の
見
直
し
、▽
廃
用
症
候
群

に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
評
価
、

▽
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
新
設
に
伴
う
亜
急
性

期
病
床
の
廃
止
、▽
医
療
療
養
病
棟
で
の
在

宅
復
帰
機
能　
　

を
挙
げ
た
。
回
復
期
リ
ハ

病
棟
に
お
け
る
常
勤
医
師
と
社
会
福
祉
士
を

配
置
す
る
「
体
制
強
化
加
算
」
は
四
月
に
届

け
出
が
で
き
た
。
以
前
よ
り
病
棟
ご
と
に
Ｍ

Ｓ
Ｗ
を
配
置
し
て
患
者
支
援
を
行
っ
て
お

り
、
専
従
の
医
師
も
配
置
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
医
師
の
配
置
に
つ
い
て
は
当
初

「
土
日
を
除
き
毎
日
常
勤
医
師
を
配
置
し
て

い
る
こ
と
」
と
の
説
明
が
あ
り
、
永
生
病
院

で
は
土
曜
日
を
公
休
日
と
し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
土
曜
日
は
出
勤
し
て
い
る
が
土
曜
日
以

外
の
曜
日
で
公
休
日
と
し
て
お
り
、
そ
の
場

合
は
当
該
公
休
日
を
「
土
曜
日
」
と
み
な
し

て
よ
い
と
の
確
認
が
と
れ
た
こ
と
か
ら
予
定

通
り
に
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

同
時
に
「
廃
用
症
リ
ハ
」
に
つ
い
て
も
リ

ハ
ス
タ
ッ
フ
と
情
報
を
共
有
す
る
な
か
で
従

来
の
四
割
程
度
あ
っ
た
割
合
を
二
割
程
度
へ

見
直
し
、
回
復
期
リ
ハ
病
棟
に
お
い
て
は
三

割
か
ら
七
分
と
な
っ
た
。「
地
域
包
括
ケ
ア

病
棟
」
に
つ
い
て
は
「
亜
急
性
期
」
か
ら
の

移
行
を
考
え
て
い
た
が
内
容
が
明
ら
か
に
な

る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
、
中

で
も
二
百
床
以
上
の
病
院
で
は
病
棟
単
位
で

の
届
出
の
た
め
四
月
か
ら
の
取
得
は
断
念
せ

佐々木勝氏

を
廃
止
し
稼
働
率
を
上
げ
る
こ
と
や
、
地
域

包
括
ケ
ア
病
床
で
の
報
酬
が
包
括
さ
れ
る
検

査
等
に
つ
い
て
も
使
わ
れ
て
い
な
い
時
間
は

も
っ
た
い
な
く
、
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と

で
患
者
満
足
に
も
つ
な
が
る
と
の
逆
転
の
発

想
を
披
露
し
た
。
そ
し
て
な
に
よ
り
も
良
か

っ
た
こ
と
は
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む

姿
勢
に
繋
が
っ
た
と
い
う
点
で
あ
っ
た
と
い

う
。

　

各
報
告
の
後
、
参
加
者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
質

問
が
出
さ
れ
、
予
定
時
間
を
過
ぎ
る
活
発
な

研
修
会
と
な
っ
た
。
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る
。Surge Capacity

と
し
て
は
、
地
震

発
生
後
３
日
間
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
途
絶

す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
急
性
期
か
ら
慢

性
期（
一
か
月
）を
想
定
し
、
患
者
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
準
備
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、資
源
か
ら

自
院
の
弱
点
を
把
握

　

病
院
に
お
け
る
Ｂ
Ｉ
Ａ
は
、①
病
院
機
能

や
運
営
（
マ
ン
パ
ワ
ー
、
財
政
、
機
械
、
管

理
）、②
医
療
提
供
（
仕
事
量
、
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
、
収
入
）、③
病
院
ス
タ
ッ
フ―

―
の

イ
ン
パ
ク
ト
分
析
が
必
要
で
あ
る
。Ｂ
Ｉ
Ａ

で
は
ま
ず
前
提
と
な
る
災
害
規
模
と
そ
れ

に
よ
る
被
害
を
想
定
す
る
こ
と
が
必
要
不

可
欠
だ
が
、
想
定
外
の
こ
と
も
念
頭
に
置
く

べ
き
で
あ
り
、
実
際
に
訓
練
を
行
う
こ
と
が

重
要
だ
。

　

ま
た
、
資
源
に
つ
い
て
は
①
医
療
器
械
な

ど
の
ハ
ー
ド
面
、②
人
員
、③
指
揮
命
令
系
、

④
消
耗
品
と
装
備
、⑤
情
報
と
伝
達
、⑥
搬

送
（
病
院
間
連
携
）　　

の
量
と
質
を
考
慮

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
加
え
て
、▽
病

院
の
所
在
地
（
施
設
の
受
け
る
衝
撃
に
対
す

る
地
理
的
な
危
機
や
孤
立
化
の
リ
ス
ク
等

を
想
定
）、▽
地
域
に
お
け
る
病
院
の
役
割
、

▽
納
入
業
者
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
脆

弱
性
、▽
設
備
の
目
標
と
資
源　
　

に
留
意

し
て
作
成
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　

病
院
の
存
在
す
る
周
辺
地
域
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
確
認
に
は
、
地
域
防
災
計
画
で
示
さ

れ
て
い
る
地
域
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
被
害
総
括

表
を
有
効
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
周
辺

の
病
院
・
診
療
所
の
立
地
状
況
や
被
害
想
定

も
把
握
可
能
で
あ
る
。
発
災
時
に
は
、
自
院

だ
け
で
は
な
く
、
周
辺
医
療
機
関
の
被
災
状

況
の
補
足
も
必
要
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
周

辺
医
療
機
関
の
被
災
状
況
次
第
で
自
院
へ
の

来
院
患
者
数
が
変
動
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま

た
、
自
院
の
被
害
が
甚
大
で
も
、
周
辺
医
療

機
関
が
存
続
し
て
い
れ
ば
、
そ
ち
ら
に
患
者

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
域
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
と
病
院
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
状
況
を
照

ら
し
合
わ
せ
、
両
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
強
弱
や

重
点
項
目
が
合
っ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
こ

と
が
重
要
だ
。

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
個
々
に
み
る
と
、
電
力

に
つ
い
て
は
自
家
発
電
装
置
で
何
k
W
確
保

で
き
る
か
で
は
な
く
、
非
常
用
電
源
に
切
り

替
わ
っ
た
時
に
、
ど
の
医
療
器
械
が
、
ど
れ

だ
け
の
時
間
動
か
せ
る
か
を
問
題
に
す
べ
き

で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
資
源
の
代
替
性
（
別
方

向
の
変
電
所
か
ら
の
電
力
確
保
な
ど
の
複
線

化
、
ガ
ス
発
電
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る
な
ど

の
多
重
化
）、
院
内
配
線
回
路
図
の
熟
知
な

ど
が
必
要
で
あ
る
。

　

水
に
つ
い
て
は
た
だ
備
蓄
量
だ
け
で
は
な

く
、
飲
用
・
雑
用
等
の
使
用
目
的
ご
と
の
優

先
順
位
付
け
が
求
め
ら
れ
る
。
上
水
だ
け
で

は
な
く
下
水
の
確
保
、
公
共
の
下
水
シ
ス
テ

ム
が
稼
働
し
な
く
な
っ
た
と
き
の
代
替
手
段

も
検
討
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ガ
ス
は
、
使
用
目
的
を
確
認
し
て
お
く
べ

き
で
あ
る
。
給
湯
や
暖
房
の
た
め
に
発
電
と

は
別
に
燃
料
を
備
蓄
し
て
い
る
こ
と
も
あ

る
。
ま
た
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い

う
中
圧
ガ
ス
を
燃
料
に
し
た
発
電
の
仕
組
み

な
ら
ば
液
体
燃
料
の
備
蓄
が
必
要
な
く
、
中

小
病
院
に
と
っ
て
も
負
担
は
少
な
く
済
む
か

も
し
れ
な
い
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
を
使
用
す
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら

ず
、
中
圧
ガ
ス
は
地
震
に
よ
る
破
断
が
な
い

と
い
わ
れ
、
発
災
時
に
安
定
し
た
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
と
し
て
使
用
で
き
る
こ
と
も
メ
リ
ッ
ト

で
あ
る
。
従
来
、
ガ
ス
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
確

保
の
な
か
で
優
先
順
位
が
低
か
っ
た
が
、
見

直
し
が
求
め
ら
れ
る
。

　

酸
素
、
窒
素
等
の
医
療
ガ
ス
で
は
、
い
つ

充
填
さ
れ
る
か
、
備
蓄
タ
ン
ク
の
医
療
ガ
ス

が
通
常
使
用
す
る
ボ
ン
ベ
何
本
分
に
相
当
す

る
か
計
算
し
、
量
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
お
く
こ

と
が
効
果
的
だ
。
ま
た
、
病
院
が
高
流
量
酸

素
供
給
に
対
応
し
て
い
な
い
と
人
工
呼
吸
器

の
代
用
と
し
て
十
〜
十
五
ℓ
の
高
流
量
酸
素

を
使
用
し
た
バ
ッ
グ
バ
ル
ブ
マ
ス
ク
の
多
用

に
よ
り
、
酸
素
供
給
シ
ス
テ
ム
に
負
荷
が
か

か
り
、
急
激
な
圧
力
低
下
を
招
く
こ
と
が
あ

る
の
で
注
意
が
必
要
だ
。

　

食
料
で
は
、
必
要
数
の
想
定
、
備
蓄
場
所
、

保
存
方
法
以
外
に
ゴ
ミ
と
配
膳
・
下
膳
の
問

題
が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
解
決
の
一
助

と
し
て
備
蓄
食
料
の
栄
養
調
整
食
品
（
カ
ロ

リ
ー
メ
イ
ト
等
）へ
の
移
行
が
進
ん
で
い
る
。

栄
養
調
整
食
品
は
、
水
・
熱
源
が
な
い
場
合

で
も
調
理
な
し
に
摂
取
で
き
る
こ
と
も
メ
リ

ッ
ト
で
あ
る
。

　

通
信
に
お
い
て
は
、
通
信
伝
達
手
段
の
選

択
が
課
題
で
あ
り
、
衛
星
携
帯
電
話
の
普
及

が
進
ん
で
き
て
い
る
。
し
か
し
、
普
及
す
る

こ
と
に
よ
り
災
害
時
の
一
時
的
・
圧
倒
的
多

用
に
よ
り
回
線
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
、
解
決

に
は
高
額
で
は
あ
る
が
固
有
回
線
を
用
意
す

る
の
も
選
択
肢
の
一
つ
だ
。

さ
ら
に
、傷
病
者
の
量
と
質
の
予
測
を
行
い
、

ど
の
よ
う
な
資
機
材
を
備
蓄
す
れ
ば
よ
い
か

把
握
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

特
殊
な
医
療
に
対
処
で
き
る

人
材
の
予
測
が
必
須

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
お
け
るM

edical Capacity

（Surge Capacity and Capability

）
と

は
災
害
時
に
増
加
し
た
患
者
に
対
応
す
る
能

力
と
、
専
門
的
な
治
療
を
必
要
と
す
る
医
療

需
要
に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
能
力
と
を

併
せ
た
能
力
の
こ
と
で
あ
り
、
４
Ｓ（Stuff, 

Staff, System
, Structure

）
で
規
定
で

き
る
。
特
にstaff

は
人
員
の
み
な
な
ら
ず

人
材
を
求
め
ら
れ
て
お
り
、
た
だ
医
師
が
い

る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
何
科
の
医
師

が
ど
れ
だ
け
い
る
か
と
い
う
こ
と
ま
で
考
慮

す
る
必
要
が
あ
る
。最
も
重
要
な
の
は
外
科
、

集
中
治
療
室
の
能
力
、
有
効
な
手
術
室
数
と

人
口
呼
吸
器
数
、
そ
れ
を
扱
う
こ
と
の
で
き

る
ス
タ
ッ
フ
数
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
病

院
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
職
員
を
守
り
、
病
院
を
守
る

こ
と
が
大
原
則
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
医
療
を

継
続
し
つ
つ
復
旧
を
図
る
と
い
う
考
え
方
が

求
め
ら
れ
る
。
過
去
の
震
災
の
経
験
か
ら
大

規
模
災
害
で
は
、
外
因
の
傷
病
者
の
み
な
ら

ず
内
因
の
傷
病
者
の
対
応
と
急
性
期
以
降
、

最
低
約
一
か
月
ま
で
の
期
間
、
診
療
継
続
す

る
こ
と
に
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
外
因
患
者
あ
る
い
は
急
性

期
患
者
を
診
る
こ
と
に
す
べ
て
の
医
療
資
源

を
投
入
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
。
職
員

を
守
り
、病
院
機
能
の
維
持
を
図
る
こ
と
で
、

結
局
は
よ
り
多
く
の
患
者
を
診
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
緒
論
で
「
場
合
に
よ
っ

て
は
診
療
断
念
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ

る
」
と
述
べ
た
の
は
「
病
院
の
存
在
な
く
し

て
地
域
の
健
康
管
理
が
不
可
能
に
な
る
」
と

い
う
ご
く
当
た
り
前
の
話
で
あ
る
。Ｂ
Ｃ
Ｐ

は
平
常
時
と
は
異
な
る
意
識
が
求
め
ら
れ
、

大
規
模
災
害
の
時
に
し
か
用
い
る
べ
き
で
は

な
い
が
、
こ
れ
が
な
け
れ
ば
大
災
害
時
に
医

療
を
継
続
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
も

留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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